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求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
は
、
営
造
物
が
通
常

有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
営
造
物
の
危
険
性
に
つ
い
て

は
、
個
々
の
営
造
物
に
つ
い
て
、
周
囲
の
状
況
等
を
総
合

的
に
考
慮
し
な
が
ら
、
個
別
旦
ハ体
に
判
断
さ
れ
る
。
道
路

に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
該
道
路
の
交
通
量

･
使
用
状
況
、

不
良
状
況
の
性
質

･
程
度
、
舗
装
の
有
無
な
ど
の
要
素
を

も
と
に
し
て
、
道
路
利
用
者
に
期
待
さ
れ
る
利
用
方
法
を

前
提
に
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
は
、
事
故
現
場
付
近
の
道
路
に
穴
が
あ
っ
た
こ
と

や
舗
装
が
簡
易
で
道
路
の
強
度
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
の

道
路
状
況
で
は
あ
っ
た
も
の
の
事
故
の
発
生
と
の
間
の
因

‐三 ′“ “
　

　
　 　 　

果
関
係
が
認
め
ら
れ
ず
、
道
路
管
理
者
に
管
理
瑕
疵
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

洲

事
件
の
概
要

本
件
は
、
被
告
が
管
理
す
る
市
道
か
ら
道
路
下
の
休
耕

田
に
転
落
し
た
車
両
の
使
用
倍
権
者

(所
有
権
留
保
付
車

両
売
買
の
使
用
者
)
で
あ
る
原
告
が
、
転
落
は
道
路
管
理

の
瑕
疵
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
に
対

し
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
金

(修
理
費
、
休
車
損
害
等
)
合
計
五
一
二
万
人
二
六
円
及

び
こ
れ
に
対
す
る
転
落
事
故
の
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民

法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。

(前
提
と
な
る
事
実
)

の
転
落
事
故
の
発
生

(以
下
｢本
件
転
落
事
故
｣
と

い
う
。)

ア

場

所
"秋
田
県
鹿
角
市
内

イ

転
落
車
両
"自
家
用
普
通
貨
物
自
動
車

(以
下

｢原
告
車
両
｣
と
い
う
。)

運
転
者
…原
告
代
表
者

ウ

態

様
"
原
告
車
両
が
、上
記
場
所
に
お
い
て
、

上
記
市
道
か
ら
道
路
東
側
に
あ
る
休
耕
田

に
転
落
し
た
。

エ

結

果
…原
告
車
両
は
破
損
し
た
。

②
原
告
車
両
が
転
落
し
た
道
路
は
、
鹿
角
市
が
管

理
す
る
総
延
長
八
七
五
･
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
市
道

中
ノ
崎
線

(以
下

｢本
件
市
道
｣
と
い
う
。)
で
あ

る
o

③
原
告
車
両
は
、
乗
車
定
員
三
名
の
バ
ン
型
の
普

通
貨
物
自
動
車
で
、
所
有
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
株
式

会
社
、
使
用
者
は
原
告
で
あ
る
。

臟
蓄
賠
償
請
求
事
構

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



二

主
意
争
点

(本
件
転
落
事
故
は
、
被
告
の
道
路
管
理
の
瑕
疵
に

よ
り
生
じ
た
か
。)

原
告
の
主
張

ア

本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路
幅
員
は
約

二
･
七
メ
ー
ト
ル
で
、
道
路
上
に
は
深
さ
約
九
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
穴
を
含
め
、
数
多
く
の
穴
が
あ

っ
た
。
原
告
は
、
対
向
車
と
の
衝
突
を
恐
れ
、
道

路
左
側
に
寄
っ
て
徐
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
左
後

輪
下
の
切
削
材
利
用
舗
装
が
剥
離
、
崩
壊
し
て
地

盤
が
崩
れ
、
こ
れ
に
よ
り
原
告
車
両
は
休
耕
田
に

転
落
し
た
。

イ

と
こ
ろ
で
、
道
路
法
二
九
条
は
、
｢道
路
の
構
造

は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
の
地
形
、
地
質
、

気
象
そ
の
他
の
状
況
及
び
当
該
道
路
の
交
通
状
況

を
考
慮
し
、
通
常
の
衝
撃
に
対
し
て
安
全
な
も
の

で
あ
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。｣
と
規
定
し
、
ま
た
、
同
法
四
二
条
は
、
｢道

路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保
つ

よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て
一
般
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。｣
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
市
道
を

管
理
す
る
被
告
に
は
、
本
件
市
道
を
、
安
全
か
つ

円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
に

す
る
と
と
も
に
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保

つ
よ
う
に
維
持
、
修
繕
し
、
尹
般
交
通
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
が
あ
る
。し
か
る
に
、

被
告
は
、本
件
事
故
現
場
付
近
の
市
道
の
舗
装
を
、

切
削
材
利
用
舗
装
と
い
う
簡
易
舗
装
に
よ
り
一
段

と
耐
久
性
の
低
い
構
造
に
し
た
う
え
、
本
件
転
落

事
故
当
時
本
件
道
路
に
は
多
数
の
穴
が
生
じ
、
か

つ
、
雨
水
の
影
響
に
よ
り
地
盤
が
軟
弱
に
な
っ
て

い
る
の
を
放
置
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
原
告
車

両
が
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
道
路
左
側
部
分
を

徐
行
し
て
走
行
し
て
い
た
際
、
原
告
車
両
右
後
輪

が
道
路
に
空
い
た
穴
に
落
下
し
た
反
動
で
左
後
輪

に
過
大
な
加
重
が
か
か
っ
た
こ
と
や
、
穴
か
ら
脱

出
す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ル
に
よ
り
駆
動
輪
で
あ
る

左
後
輪
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
切

削
材
利
用
舗
装
が
剥
離
し
、
雨
で
崩
れ
や
す
く
な

っ
て
い
た
路
盤
が
崩
壊
し
て
、
本
件
転
落
事
故
が

発
生
し
た
。

ウ

ま
た
、
道
路
法
第
四
五
条
は
、
道
路
標
識
等
の

設
置
に
つ
き
、
｢道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
構
造

を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た

め
、
必
要
な
場
所
に
道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
規
定
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の

道
路
に
は
多
数
の
穴
が
空
き
、
路
盤
や
舗
装
が
崩

れ
や
す
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、被
告
は
、

こ
う
し
た
点
に
つ
き
運
転
者
の
注
意
を
喚
起
さ
せ

る
標
識
等
を
設
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を

一
切
し
な
か
っ
た
。

エ

上
記
の
と
お
り
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路

に
は
、
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
瑕

疵
が
あ
り
、
そ
の
瑕
疵
に
よ
り
本
件
転
落
事
故
が

発
生
し
た
と
い
え
る
。

被
告
の
主
張

ア
･
原
告
は
本
件
道
路
の
路
盤
が
崩
れ
た
と
主
張
す

る
が
、
路
盤
は
崩
れ
て
は
い
な
い
。
本
件
事
故
は
、

原
告
代
表
者
が
、
不
注
意
に
よ
り
運
転
を
誤
り
、

原
告
車
両
を
道
路
の
左
端
に
寄
せ
過
ぎ
て
脱
輪
さ

せ
、
原
告
車
両
を
道
路
下
の
休
耕
田
に
転
落
さ
せ

た
も
の
で
、
原
告
代
表
者
が
道
路
の
状
況
に
応
じ

た
通
常
の
運
転
を
し
て
お
れ
ば
、
起
き
る
は
ず
の

な
い
も
の
で
、
被
告
に
は
何
ら
責
任
は
な
い
。

イ

ま
た
、
営
造
物
に
つ
き
、
国
家
賠
償
法
二
条
一

項
の
瑕
疵
の
有
無
、
換
言
す
れ
ば

｢通
常
有
す
べ

き
安
全
性
｣
を
備
え
て
い
る
か
杏
か
の
判
断
は
、

営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用

状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
個
別
具
体

的
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
市
道
は

行
き
止
ま
り
の
全
長
約
八
七
六
メ
ー
ト
ル
の
道
路

で
、
途
中
に
集
落
は
な
く
、
往
来
は
一
日
約
一
一

0
名
程
度
の
温
泉
の
宿
泊
客
が
主
と
い
う
交
通
閑



散
な
道
路
で
あ
る
。
本
件
市
道
の
よ
う
に
山
間
僻

地
の
交
通
閑
散
な
道
路
に
つ
い
て
十
分
な
維
持
管

理
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
舗
装
が
通
常

の
舗
装
材
よ
り
も
弱
い
切
削
材

(高
速
道
路
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
廃
材
)
に
よ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路
は
従
来
砂
利
道
で
あ

っ
た
が
、
平
成
一
三
年
七
月
二

日
、
切
削
材
に

よ
り
表
面
を
簡
易
舗
装
し
た
。
切
削
材
は
通
常
の

舗
装
材
よ
り
も
も
ろ
く
、
山
側
か
ら
の
永
の
流
入

に
よ
り
湿
潤
と
な
っ
た
箇
所
を
工
事
用
の
ダ
ン
プ

カ
ー
が
通
行
し
た
こ
と
に
よ
り
道
路
表
面
に
数
個

の
穴
が
空
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
穴
が
あ
っ
て
も

通
常
の
運
転
に
よ
る
通
行
に
差
し
支
え
は
な
い
か

ら
、
本
件
転
落
事
故
現
場
は
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
有
し
て
お
り
、
簡
易
な
舗
装
を
し
た
こ
と
や

穴
が
空
い
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
瑕
疵
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
転
落
事
故

が
道
路
の
瑕
疵
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

亘

争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

1

主
文

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

2

本
件
転
落
事
故
は
被
告
の
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
よ
り

発
生
し
た
か
に
つ
い
て

①
争
い
の
な
い
事
実
等
、
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨

に
よ
れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
市
道
は
、
も
と
は
公
図
上
赤
道
と
さ
れ
る

国
有
の
里
道
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
九
年
三
月
二

九
日
被
告
に
よ
り
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
た
全
長

八
七
五
･
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
行
き
止
ま
り
の
道
路

で
あ
る
。
本
件
市
道
の
う
ち
、
簡
易
舗
装
部
分
は

一
二
九
･
五
メ
ー
ト
ル
、
切
削
材
利
用
舗
装
部
分

は
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
砂
利
道
部
分
は
六
一
0

･

四
メ
ー
ト
ル
で
、
橋
が
六
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
。
道
路
幅
員
は
、
全
長
の
約
九
割
に
あ
た
る
七

七
三

･
三
メ
ー
ト
ル
が
四
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ

る
。
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路
幅
員
は
約

三
･
六
メ
ー
ト
ル
で
、
山
側
と
な
る
西
側
は
急
な

斜
面
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
の
方
は
大
き
な
木

が
道
路
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
枝
を
伸
ば
し
て
い

る
。
東
側
は
一
段
低
く
な
っ
た
休
耕
田
と
な
っ
て

い
る
。
道
路
と
休
耕
田
の
高
低
差
は
目
測
で
一
な

い
し

一
,
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
本
件
転
落

事
故
現
場
付
近
の
道
路
は
、
平
成
一
三
年
七
月
一

一
日
、
同
年
三
月
に
本
件
市
道
付
近
に
開
設
さ
れ

た
温
泉
の
利
用
客
の
利
便
の
た
め
、
高
速
道
路
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
廃
材
で
あ
る
切
削
材
を
用
い
て

表
面
が
簡
易
舗
装
さ
れ
た
。
し
か
し
、
舗
装
さ
れ

た
部
分
の
外
側
に
は
砂
利
部
分
が
残
さ
れ
、
休
耕

田
側
の
そ
れ
は
幅
が
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
休
耕
田
側
に
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
の
砂
利
部

分
か
ら
更
に
休
耕
田
に
続
く
部
分
は
斜
度
約
三
0

な
い
し
四
0
度
の
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
転

落
事
故
当
時
こ
の
斜
面
は
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
。

イ

本
件
市
道
に
お
け
る
切
削
材
に
よ
る
簡
易
舗
装

は
、
切
削
材
を
搬
入
し
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
及

び
人
力
で
敷
き
均
し
、振
動
ロ
ー
ラ
ー
で
転
圧
し
、

乳
剤
及
び
砂
を
人
力
で
散
布
す
る
と
い
う
工
程
で

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
切
削
材
舗
装
は
も
ろ
い
上
、

本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
は
西
側
の
山
の
斜
面
か

ら
の
わ
き
水
に
よ
り
地
盤
が
緩
く
な
っ
て
い
た
た

め
、
工
事
用
の
大
型
車
の
往
来
に
よ
り
、
舗
装
後

わ
ず
か
一
カ
月
で
、
道
路
に
は
最
大
で
深
さ
約
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

程
度
の
皿
状
の
穴
が
約
七
ヵ
所
生
じ
た
。
う
ち
六

ヵ
所
は
道
路
中
心
よ
り
山
側
に
寄
っ
た
部
分
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
西
側
の
山
林
か
ら
の
湧
き
水
や
降

雨
の
た
め
、
本
件
事
故
当
時
穴
に
は
水
が
た
ま
っ

て
い
た
。

ウ

原
告
代
表
者
は
、
平
成
一
三
年
八
月
三
日
、
鹿

角
市
内
で
の
仕
事
を
終
え
、
本
件
市
道
に
入
り
、

原
告
車
両
を
運
転
し
て
、
本
件
転
落
現
場
を
通
過

し
温
泉
に
赴
い
た
。
本
件
市
道
を
走
行
す
る
の
は

初
め
て
で
あ
っ
た
。
原
告
代
表
者
は
、
温
泉
で
入

浴
後
、
原
告
車
両
を
運
転
し
て
再
度
本
件
転
落
現

場
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
が
、
原
告
車
両
は
、
進



行
方
向
左
側
の
休
耕
田
に
左
側
面
を
下
に
し
て
転

穴
か
ら
脱
出
す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ル
に
よ
り
駆
動

が
運
転
を
誤
り
、
原
告
車
両
を
道
路
左
側
に
寄
せ

落
し
た
。
転
落
事
故
後
、
業
者
が
原
告
車
両
を
し

輪
で
あ
る
左
後
輪
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
な
ど
に

過
ぎ
て
、
原
告
車
両
を
休
耕
田
に
転
落
さ
せ
た

ッ
カ
ー
で
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
で
ワ

イ
ヤ
ー
を
設
置
し
て
い
た
フ
ッ
ク
が
外
れ
、
原
告

車
両
は
再
度
、
休
耕
田
に
転
落
し
、
二
度
目
の
牽

引
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
件
事
故
直
後
の
写
真
に
は
、
本
件
転
落
事
故

現
場
付
近
の
道
路
東
側

(休
耕
田
側
)
の
舗
装
面

か
ら
砂
利
部
分
に
か
け
て
、
二
カ
所
、
路
面
が
削

り
取
ら
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
存
在
す
る
が
、路
盤
、

路
肩
が
崩
壊
し
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
、
上
記
二

ヵ
所
の
痕
跡
の
間
隔
は
、
原
告
車
両
の
ホ
イ
ー
ル

ベ
ー
ス
と
同
じ
間
隔
で
あ
る
。

エ

原
告
代
表
者
は
、
本
件
転
落
事
故
直
後
、
被
告

の
職
員
か
ら
、
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路

の
休
耕
田
側
斜
面
の
草
が
生
え
た
部
分
に
残
っ
て

い
た
車
両
の
走
行
し
た
タ
イ
ヤ
跡
を
示
さ
れ
て
、

こ
こ
か
ら
落
ち
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た

の
に
対
し
て
、
そ
の
タ
イ
ヤ
跡
が
自
分
の
も
の
で

あ
る
か
証
拠
は
な
い
と
述
べ
た
が
、
タ
イ
ヤ
跡
が

あ
っ
た
こ
と
自
体
は
認
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
原
告
は
、
本
件
事
故
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
、
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路
左

側
を
徐
行
し
て
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
車

両
右
後
輪
が
道
路
に
空
い
た
穴
に
落
下
し
た
反
動

で
左
後
輪
に
過
大
な
加
重
が
か
か
っ
た
こ
と
や
、

輪
で
あ
る
左
後
輪
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
切
削
材
利
用
舗
装
が
剥
離
し
、
雨
で
崩
れ

や
す
く
な
っ
て
い
た
路
盤
が
崩
壊
し
て
、
原
告
車

両
が
休
耕
田
に
転
落
し
た
旨
主
張
し
、
原
告
代
表

者
は
こ
れ
に
沿
う
供
述
を
す
る
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
、
原
告
が
主
張
す
る
よ
う
に
原
告
車
両
が
徐

行
し
て
走
行
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
高
速
で
走

行
す
る
の
と
は
異
な
り
、
最
大
深
さ
九
セ
ン
チ
〆

-
ト
ル
、
直
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
皿

状
の
穴
に
右
後
輪
が
落
ち
、
そ
こ
か
ら
出
た
と
し

て
も
、
そ
れ
に
よ
り
左
後
輪
に
大
き
な
荷
重
が
か

か
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
、
本
件
転
落
事
故
現

場
付
近
に
は
路
盤
、
路
肩
が
崩
壊
し
た
痕
跡
が
な

い
こ
と
、
道
路
東
側
の
端
付
近
の
二
カ
所
の
削
り

取
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
痕
跡
も
、
そ
の
形
状
や
間

隔
か
ら
し
て
、
原
告
車
両
左
側
の
前
後
輪
に
大
き

な
力
が
加
わ
っ
て
道
路
の
一
部
を
削
り
取
っ
た
と

見
る
よ
り
は
、
原
告
車
両
の
左
側
の
前
後
車
輪
が

路
肩
と
休
耕
田
の
間
に
あ
る
斜
面
を
走
行
し
、
原

告
車
両
が
そ
の
ま
ま
休
耕
田
に
転
落
し
た
際
、
原

告
車
両
右
車
輪
内
側
が
大
き
な
力
で
道
路
を
擦

り
、
そ
の
一
部
を
削
り
取
っ
て
つ
け
た
痕
跡
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
る
こ
と
、
実
際
本
件
転
落
事
故

直
後
休
耕
田
側
斜
面
に
タ
イ
ヤ
跡
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
す
る
と
、
本
件
転
落
事
故
は
、
原
告
代
表
者

過
ぎ
て
、
原
告
車
両
を
休
耕
田
に
転
落
さ
せ
た
事

故
と
み
る
余
地
が
あ
り
、
他
に
的
確
な
裏
付
け
の

な
い
本
件
に
お
い
て
、
原
告
代
表
者
の
上
記
供
述

に
よ
り
直
ち
に
原
告
の
上
記
主
張
事
実
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
ず
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
証
拠

は
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道

路
に
穴
が
あ
っ
た
こ
と
や
舗
装
が
簡
易
で
道
路
の

強
度
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
道
路
状
況
と
本
件

転
落
事
故
の
発
生
と
の
間
の
因
果
関
係
は
こ
れ
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
被
告
の
道
路
管

理
の
瑕
疵
に
よ
り
本
件
事
故
が
発
生
し
た
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

3

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま

で
も
な
く
、
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文

の
と
お
り
判
決
す
る
。




